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金星会定時社員総会・定期総会・ 講演会・懇親会のご案内
　　定時社員総会　　　　　　　８月21日（日）15：00～
　　定期総会・講演会・懇親会　中止

金星会会員の皆さん、コロナウイルス対策のため定期総会・講演会・
懇親会は中止とさせていただきます。

目　次
■会長挨拶������� １
■理事長挨拶������ １
■校長挨拶������� ２

金星会の活動
■令和３年度
　定時社員総会報告��� 2
■定時社員総会案内��� 2
■定期総会・講演会・懇親会
　中止のお知らせ���� 2

学校紹介
■活躍する在校生���� 3
　�ボランティア部・柔道部・
硬式野球部
■活躍する卒業生���3、4
　東京オリンピック優勝
　　　　　　阿部一二三さん
　バッティングマシーン寄贈
　　　　　　新宅　善廣さん

■部活紹介������5、6

金星会の活動
■文化祭参加活動の紹介

進路状況
■進学状況������7、8
■就職状況������� 8

同窓会の活動
■神港学園創立100周年に向けて� 9
■金星会からのお願い�� 9
■金星会親睦旅行���� 9
■物故者の紹介�����10
■加藤均さんへの追悼��10

協賛者
■会報協賛費納入者���10
■広告協賛者①�����11
■広告協賛者②���� 裏面

金星台から望む
　　神港学園高等学校



1

　金星会の皆様、お元気でお過ごしでしょうか。
　さて、日本経済は、2022年４月14日、20年振りに１ドル、126
円台をつけた。コロナ禍の経済の落ち込みに加えて、ロシアに
よるウクライナ攻撃が続き、資源、資材、穀物の価格が高騰し
ている。多くの資源を輸入に頼る日本にとっては、今後は厳し
い経済状態になる。日本経済は弱ると見ている。加えて日本
はゼロ金利であるのに対して、米国の金利は上昇している。
投機筋は、金利の高い米ドルを買い、円売りに出ている。この
現象から、円安となっている。輸入資源が円安により値上りす
ると、日本の物価が上がり、経済は弱るとなると、さらに円安に
向かうだろう。以上、輸入資源の高騰だけを見れば、日本経
済は弱いと見られるだろう。
　ここで、もう一度、日本の本来の姿を思い起こしてほしい。日
本は、資源、原材料を輸入して、加工して、完成品を造り、輸
出する加工貿易国である。加工前の資源、原材料は、異常
な程高いものではない。加工して、付加価値を付けて、完成
品にすると高価なものになる。日本の自動車、各種製造機械
は完成品として高価なものになる。健康によく、安心安全をう
たう農産物も輸出されている。米から造る日本酒も、海外では
人気が高い。円安は悪い物価高を招く、とメディアは報道して

いるが、あまり神経質にならない方がいい。円安に振れている
が、日本の国力が落ちた訳ではない。教育水準も高く、日本は
底力のある国だと信じてほしい。資源高を完成品の輸出で乗
り越えたい。
　例えば、10万ドルを輸出したとすると、２年前の１ドル110円
であれば、1100万円しか入らなかった。126円の現在では、
1260万円入金される。160万円の為替差益が出る。輸出に
よって企業が力を付ける。日本はリーマンショックを含む、外国
為替変動による、経済危機を幾度も乗り越えてきた。日本は危
機に会う度に強くなっている。危機状態にある時こそ、あわて
ず、地に足を付けて歩いてほしい。日本は加工貿易国である
という事を再認識して、今まで以上に物造りに力を入れてほ
しい。特にエネルギー源については、数百発のミサイルを撃ち
込まれても耐えることの出来る防護設備をした原子力発電所
を造っておくことが望ましい。化石燃料、資源に頼り過ぎると、
有事の際に混乱を招く。食料自給率も、もっと高めたい。
　最後にNATO（北大西洋条約機構）は、ウクライナがロシ
アに攻撃されている今、ロシアに対して、経済制裁以外の影
響力を発揮していない。NATOは1949年に設立された西側
諸国の軍事同盟である。NATO軍も存在する。旧ソ連、東
欧諸国の軍事脅威に対してその封じ込め政策が目的であっ
た。米国が主導し、西側諸国が加わり、安全保障体制をつ
くった。NATO軍及び国連は、ロシアのウクライナ攻撃に対し
て無力に近い。経済制裁だけではロシアのウクライナ攻撃は
止まらない。
　このような状況ですが、２年後の神港学園は100周年を迎
えます。皆様、ご協力をお願いいたします。

金星会 会長 米津　康男
　　　　　　（昭和 38 年卒）

　金星会の皆さま、何かと困難な時代ですが、ご健勝でご活
躍のことと拝察しております。
　平素は役員諸兄のリーダーシップの下、学園運営、現役生
徒へのご支援、ご指導にご尽力いただいており、心から感謝
申し上げます。
　２年余に亘って学園活動、学園生活に大きな制約を課し
てきたコロナ禍も、どうやら収束に向かいつつあるようです。
ワクチン接種の進展等もあって、いよいよ感染防止対策と経
済社会活動の回復のバランスをとるウィズコロナの時代に入
りました。

　本学園の活動、学園生活につきましても、この２年余、文化
祭、体育祭、修学旅行等の行事も中止や縮小を余儀なくされ
ましたし、部活動についても自粛せざるを得ない状況が続きま
した。
　しかし、今後はこれらの制約から解放され、コロナ以前の
状態に復するだけでなく、その教育的意義を再確認し、進
化させて参ります。
　さて、本学園は、2024年（令和６年度）に、創立100周年の
記念すべき年を迎えます。
　100周年を節目に本学園新世紀の飛躍を目指し、前後６年
間を事業期間と位置付け、ハード・ソフト両面の改革、改善事
業を多彩に展開して参ります。このため、金星会会長等にも
参加いただいての協議会を重ね、本年度からは実行委員会
を立ち上げ事業具体化の検討推進体制を整えました。
　金星会の各位には、愛してやまない母校の発展のため、学
校運営のハード・ソフト両面のインフラ整備についてご提案と
あわせ、事業遂行に対するご協賛をお願い申し上げます。

学園活動の復活
― 創立１００周年に向けて―

円安について

理事長 植村　武雄
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　金星会会員の皆様には平素より、本校教育活動に対しましてご
理解ご協力、お力添えを賜っておりますこと、心よりお礼申し上げま
す。昨年度は、本学園でも、コロナ禍により修学旅行をはじめ多くの
学校行事や部活動の大会を中止又は簡素化して実施せざるを得
ないという逆境の１年でした。
　すでにご案内のとおり、本学園は２年後の2024年（令和６年）に
100周年を迎えます。今年の入学生（77回生）が３年生になる年とな
ります。100周年に向けては、昨年度来、金星会の幹部の方にも加
わっていただき、４回に渡る打合せ会を開いて周年行事や記念事
業、募金等について意見交換を行い、今年度からはいよいよ100周
年に向けた実行委員会を立ち上げることとなりました。100周年とな
る年度を中心に前後６年間（令和３年度～令和８年度）を100周年

記念事業期間＜プレ100周年（令和３～５年度）、100周年（令和６
年度）、ポスト100周年（令和７～８年度）＞として位置付けて、式典
事業はじめ記念事業等の展開をしてまいります。
　すでに、プレ100周年として新コースの設置、男女共学の完成、
ICT機器の整備、制服のリニューアルなどを実施してまいりました。
今年度で男女共学が完成し、毎年約２割を超える女子生徒が入学
するようになり、勉学でも部活動でも、学校の活力や切磋琢磨などの
好ましい相乗効果として現れるようになりました。
　中学時代の成績では考えられない難関大学に合格し進学した
り、部活動では男子に続き女子も団体や個人で全国大会に出場す
るようになりました。多くの競技が県の上位に入ったり全国大会にも
う少しで手が届くところまで力をつけてきています。ボランティア活動
にも積極的に取り組んでいます
　昨今の学園の様子は、テレビや新聞にも取り上げられるようにな
り、皆様方より励ましのお言葉を頂戴するようになりました。
　微力ではありますが、校長としても100周年を絶好の機会と捉え、
本学園の新世紀の幕開けにふさわしい学園作りを目指して、未来に
向け様 な々挑戦を行ってまいります。
　金星会会員の皆様方には、今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻、ご
支援お力添えを賜りますようお願い申し上げますとともに、金星会の
ますますのご発展をお祈り申し上げます。

ご挨拶

校長 中野　憲二

金星会の活動
■令和３年度　定時社員総会報告
　日　時：８月21日（土）14：00～
　場　所：神港学園校舎内
　内　容：①総会構成確認
　　　　　②議長選出・議事録署名人選任
　　　　　③報告事項　令和３年度事業報告（徳升副会長）
　　　　　④○第１号議案　令和３年度計算書類の承認の件
　　　　　　○第２号議案　令和４年度事業計画案承認の件
　　　　　　○第３号議案　令和４年度会計予算案承認の件

　　　　　　　　　　　　　　　　　○第４号議案　理事・監事の改選の件
　以上のことについて、確認、承認、報告を行い、定期総会への報告事項の作成を行いました。
　社員総会への参加者からも活発な意見が出され、コロナ禍に合っても参加者が金星会を支えよう
とする気持ちが伝わり、会長を始め金星会役員は、100周年に向けさらに気持ちを新たにしなければと思いました。
　最後になりましたが、今回、平成２年卒業の坂口定伸さんが新理事として承認されたことをご報告いたします。

■定期総会・講演会・懇親会報告
　令和４年度は、年度当初の計画で定期総会・講演会・懇親会を９月開催の予定で進めておりましたが、コロナ感染症の拡大
に伴い、令和３年度と同様に中止とさせていただきました。
　いち早くワクチンの接種が進み、普段の生活が取り戻せることを願い、理事一同100周年に向け頑張る所存です。

■令和４年度　定時社員総会の開催 と 定期総会・講演会・懇親会中止のお知らせ
　令和４年度　定時社員総会は、８月21日（日）15：00～　神港学園校舎内で行います。
　令和４年度　定期総会・講演会・懇親会は、コロナ感染症が収まらない中、中止とします。
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学校紹介

活躍する在校生
１．ボランティア同好会の活動
　JR元町駅で「ウクライナ支援募金活動」を行いました。
　2022年３月10日（木）11日（金）の２日間、合計５時間ほど、JR元町駅
前でおこなわれました。ウクライナの事に関しては、世間の関心も高く多く
の方々に募金をしていただきました。10日の活動が『神戸新聞』で報道され
11日には、より多くの募金が集まりました。買い物のお釣りを貯めたお金を
持ってきてくれた方、集めていた記念貨幣で募金をしていただいた方、「熱
海土石流災害募金のときも入れました。」と言っていただいた方、多くの感
謝と励ましの言葉をいただいたそうです。募金の総額、324,672円は16日に日
本ユニセフ協会へ、「ウクライナ緊急募金」として送付したそうです。
　さらに、５月上旬連休中に、ロシアの侵攻で兵庫県に避難してきたウクライナ人の人々を支援しようと、神港学園（４名）
と、神戸学院大学付属中学・高校の生徒（10名）計14名が、三ノ宮駅近くの神戸交通センタービル前で募金活動をしました。
今回の募金の総額は約７万３千円の寄付金が寄せられました。募金は兵庫県と神戸市を通じて避難者に届けられるそうです。
２．柔道部　全国高校選手権での活躍

　３月20日 東京の日本武道館で行われた全国高校選手権で、２
年生（現在３年生）の顕徳海利さんが、男子66㎏級で優勝　藤
本旺盛さんが、男子60㎏級で５位入賞となりました。この大会
では、オリンピックの66㎏金メダリストの阿部一二三さんも優
勝しています。顕徳さん、藤本さんの今後の活躍が楽しみで
す。【向かって左「顕徳」右「藤本」】
　また、２月５日に和歌山市で、柔道の近畿高校新人大会で男
子団体があり決勝で比叡山（滋賀）に競り勝ち、初優勝をしま
した。準決勝でも強豪の天理（奈良）を破ったことは素晴らし
い事だと思います。【前列右から　内海圭佑、顕徳海利、川島
侑丸、藤本旺晟、後列右から　村岡航、平真太、岩田琥太郎】

　さらに、６月４日「全国高等学校柔
道大会兵庫県予選」の団体戦で優勝を
しました。５日の個人戦では、60㎏級で藤本さん、66㎏級で顕徳さんが
優勝。100㎏級で内海さんが準優勝となりました。全国大会が楽しみで
す。
【左から　内海圭佑、顕徳海利、藤本旺晟】

３．硬式野球部　2022年春季兵庫県高等学校野球大会で好成績
　４月４日の神戸地区Ｅブロック予選で、強豪神戸国際大学付属高校に７-０で快勝し、兵庫県大会に進出しました。夏の全国
大会兵庫県予選への前哨戦ですが、今後が楽しみなチームになると思っています。卒業生皆で応援していきましょう。
４．空手道部
　第66回 県高校総体 空手道競技（６月３～５日）において、女子組手 無差別 優勝で、古門万桜さんの全国大会出場がきまり
ました。また、男子組手も 無差別 ２位で、メレディース怜士ジェームズさんの全国大会出場がきまりました。
５．射撃部
　第66回 県高校総体 射撃競技（５月28・29日） ビームライフル立射60発競技で 与儀 亮太さん 藤村 有希さん 藤原 吉登さん
の活躍で、団体優勝をしました。また、全国大会出場も決まりました。

　2020東京オリンピック（2021年７月23日～８月８日）３日目の25日に、柔道男子66キロ級の阿部
一二三（23才　パーク24所属）と、妹で女子52キロ級の阿部詩（21才　日本体育大学３年在籍）がそ
ろって金メダルを獲得した。ともに神戸市兵庫区出身で、日本での開催の五輪で兵庫勢の金メダル獲得
は初めて！
　日本オリンピック委員会によると、性別の異なる日本の兄妹の五輪メダリストは夏冬を通じて過去に
いないと言うことです。５月15日（日）にオリンピック優勝祝賀会がポートピアホテルでおこなわれま
した。そこで印象に残った祝辞を簡単に紹介させていただきます。日体大柔道部総監督・山本洋祐の言
葉です。「オリンピックで金メダルを狙える選手を預かることは、力を伸ばすことばかりでなく、怪我

活躍する卒業生 阿部  一二三さん



4

をさせない事。しかし、阿部君は怪我のために本来の力が出せず敗
れたこともありましたが、神様がすべて阿部君に与えてくれた試練
だったと思います。」と、この言葉から一二三さんや詩さんを預か
る監督の大変さがひしひしと伝わってきました。
【阿部一二三（柔道男子66キロ級）】神戸市兵庫区出身。神港学
園高２年の2014年に男子史上最年少の17歳２カ月で講道館杯全日本体重別選手権を制覇。全国高校総体２連覇。16、17年に
全日本選抜体重別選手権２連覇。17年世界選手権で初出場優勝を果たし、18年も連覇した。得意は背負い投げ。日本体育大出
身、パーク24所属。168センチ。23歳。【写真は、本年１月の神港学園の柔道場道場開きで、神港学園柔道部総監督信川先生に
一二三さんが優勝報告をされた時の写真です。】

■文化祭参加活動の紹介
日　時：６月 18 日（土） テーマ：「柔道部　100 年の歩み」柔道部の写真で歩みを紹介
入場者：生徒 63 名　教職員 11 名　金星会員６名　合計 80 名
出展を終えて
　入梅 曇り空の中、２年ぶりの文化祭が開催されました。コロナ禍のため会場はいつもとは違い飲食関係の出し物はなく又、
外部の入場制限をして行われました。
　生徒の皆様は１年生から３年生まで初めての文化祭となり学園内に従来通りの風景が戻ってきたことを喜ばしく思いました。
生徒会長より神港魂を爆発させようと開会宣言があり盛り上がった文化祭でした。
　さて昨年 東京オリンピックで阿部一二三選手が金メダルを獲得されました。我ら神港卒業生 学校関係者にとって悲願達成の
喜ばしい一年でありました。そこで「柔道部 100 年の歩み」をテーマとして展示させてもらいました。創部は神港中学創立の
翌月より部活動が始まり、年代ごと監督 、団体戦を中心に優勝メンバーを写真で紹介させてもらいました。特に取材の中心に
は「神港柔道部に昔から流れる精神及び伝統とは何か」を探って行きました。結果 選手 監督 OB の先輩方を中心とした結束の

強さにありました。柔道のスタイルは一本を取りに行く攻め
の柔道 、技の柔道、素質のある選手、有望な選手をすばらし
い監督の指導を受けて自らのたりない部分に気付かせてもら
い修正し力をつけて強くなる姿でした。又、卒業された先輩
達（柔道部 OB）が、かげとなりひなたとなりながら、それ
ぞれの方々が支え続けている。これが神港柔道部の強さのみ
なもと（源）と強く感じました。最後になりましたが柔道部
関係の皆様、現役の皆様より多大な御協力をいただきました
ことを感謝いたします。

筆責　金星会文化祭担当　財田　雄介

　新宅善廣さんの生まれは、和歌山県の飛地 紀州北山村。両親が亡くなったため、中学２年生の
時に神戸市の葺合区に引っ越して来られ、春日野道の商店街大安亭市場や国体通りで育ったそうで
す。中学校は神戸市立葺合中学校。そこから神港学園に入学され昭和35年卒業されました。
　神港高等学校（旧名）１年生では、葺合警察の柔道場で柔道を学んでいた関係から柔道部に在
籍、同級生には、山本義泰氏（1964年の東京オリンピック銅メダル獲得）がいたそうです。
　山本さんの他にも強い選手がいたこと。自分は体が小さい事もあり２年生からは珠算部に移った
そうです。
　珠算部に入ってからは、交友関係を広め人間関係の大切さを経験・体験されました。
　その後の社会生活では、珠算部に在籍の経験を生かし、お金の計算も早くできたことから商いに
もその力を活用、取引先からも信頼され、営業にも活かす事ができたそうです。
　卒業後は、18歳で木材卸売業に就職。サラリーマンとして49歳まで勤務。30年以上、木材卸業に
携わった経験を生かし、1989年に「有限会社新宅善廣商店」を開業今年で31年目を迎えたそうで
す。経営理念は、「借金をしない経営を　人間関係で経営を伸ばす。」とのお話を伺いました。
　「自分を育ててくれた、今の自分の基礎を創ってくれた神港学園、友達関係・人間関係を創って
くれた神港学園。神港学園には、感謝をしている気持ちを何かで表わしたいとの思いがあった。家
族に寄付金のことを話したところ、『残るものがいいのでは。』との話から、北原前監督の事を
知っていたことから、最初は、野球部にバットを贈ろうとの思いで神港学園に伺った。その時、たまたま北原監督（前監督の
息子さん）がおられ、いろいろ話していると、トントン拍子に話が進み、バッティングマシーンを寄贈することになった。」
とのことでした。
　バッティングマシーンの寄贈については、新宅さんは「今ができる時。できる時にしておかないとの思いがあり2021年12月
に神港学園野球部にバッティングマシーンを贈ったのだ。」と、おっしゃっていました。
　贈られたバッティングマシーンは、野球部の攻撃力アップに威力を発揮し、夏の甲子園に前進することだと思います。

筆責　会報担当　森岡　昭

100周年に向け神港学園野球部にバッティングマシーンを寄贈
新宅善廣さんに取材に行きました。　　� 取材日　2022年　４月15日　13：00〜15：00

金星会の活動
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神港学園高等学校学校紹介　■部活動紹介

硬式野球部（男）
「野球を通じた人間形成」を目標に、選手全員で
全国大会出場を目指し活動しています。卒業後
も、一日でも長く野球を続けることができる選手
を育てていきたいと考えています。

バレーボール部（男）
部員30名という大所帯の中、皆が「We love 
Volleyball!!」で活動しています。55年ぶりの全
国大会出場が目標です！

ゴルフ部（男・女）
私たちは、ルールやマナーを重視し全国大会出場
を目標としています。今までのOBが作り上げてき
た伝統を受け継ぎ、今後も目標を高く持ち頑張り
ます。めざすは全国大会で入賞することです。

女子バスケットボール部（女）
一歩ずつ。チーム一丸となって、インターハイ、
ウインターカップ出場を目指して『今できるこ
と』を大切に、夢を実現すべく選手が主体で活動
しています。

射撃部（男・女）
10メートル先の的を射抜く競技です。奥が深く、
部員達は日々切磋琢磨しながら練習に取り組ん
でいます。近畿大会、全国大会出場、入賞を目指
しています。

軟式野球部（男）
夏の兵庫大会では７年連続ベスト４以上。「人が
育てば野球が上手くなる」と技術指導よりも人
間形成に力を入れています。文武両立するなら
ぜひ軟式野球部へ。 

剣道部（男・女）
全国でも知名度の高い本校剣道部。攻め10・守
り0攻撃剣道を目指し、日々稽古に励んでいま
す。全国制覇を目標に、人物成長も◎

サッカー部（男）
Technique・Mobility・Combinationをベース
に、ポゼッションサッカーを志向し、目標に向かっ
てチーム一丸となり、日々練習に励んでいます。

テニス部（男）
明るく楽しく大好きなテニスを楽しもう！をモッ
トーに毎日の練習に取り組んでいます。校舎の
屋上にテニスコートがあり、神戸の景色を楽しみ
ながらテニスができます。

卓球部（男・女）
卓球大好きな生徒達。経験者から未経験者まで
が、楽しく元気に活動しており、県大会出場を目
指して日々、仲間と共に練習しています。

柔道部（男・女）
「全国優勝」をめざし、厳しい稽古に打ち込んで
います。厳しい毎日を乗り越えていける源は、40
名近くいる仲間たちと、厳しくも温かい指導をし
てくれる３人の先生方の支えがあってこそです。

空手道部（男・女）
「古豪復活」をスローガンとして、日本一を目指し
て日々練習に励んでいます。初心者も大歓迎。
心身ともに鍛えてみませんか。

陸上競技部（男・女）
心技体を、均等に鍛えることができる競技です。
１人１人がチームのために切磋琢磨し、県から
近畿、全国大会で活躍できるよう、日 「々走」「跳」

「投」と向き合っています。

ハンドボール部（男）
経験の有無にかかわらず、誰もがハンドボール
を楽しんで活動しています。頭を使ったプレーと
結束力で県大会上位進出を目指します。

ダンス同好会（男・女）
ダンスを通じて仲間との絆を深めます。部員の
多くが初心者ですが、文化祭やイベントなど、さ
まざまな発表会に向けて日々練習しています。

Sports club　運動部
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男子バスケットボール部（男）
皆で考え行動し、一つでも多く勝利することを目
標にしています。基礎・基本を大切に、一生懸命
頑張っています。

山岳部（男・女）
自然の中で、キャンプや縦走をしている楽しい部
活動です。また、オリンピックで話題になってい
る、スポーツクライミングに取り組めます。

ブラスバンド部（男・女）
現在は少人数のため個々の演奏技術を高め、ソ
ロやアンサンブル演奏に取り組んでいます。

写真部（男・女）
学校行事の記録を行っています。文化祭では
テーマを決めて撮影し、部内で選考会を行い展
示します。

美術部（男・女）
油絵を中心に作品を描き、各種展覧会やコンテ
ストに出展しています。初心者にも丁寧に教えま
すので、一緒に絵を描きませんか。

華道部（男・女）
池坊の先生に講師として来ていただき活動をし
ています。花に季節を感じながら楽しく作品を
作っています。

囲碁将棋同好会（男・女）
将棋を中心に活動しています。初心者歓迎、会員
募集中！

パティシエ部（男・女）
お菓子作りの基本をマスターしながら、楽しく
作って、おいしく食べて、幸せな気分になりませ
んか？きっとあなたの心を満たします！

放送部（男・女）
昼休みの放送、体育大会のアナウンスを中心に
各行事で活躍しています。部員の仲も良く、毎日
楽しく活動しています。

鉄道研究部（男・女）
鉄道趣味活動の真の魅力と素晴らしさを広く発
信していくことを目標に、校外で積極的に写真
作品・発表パネルなどを展示出展し、そのクオリ
ティーには高い評価をいただいています。

ボランティア同好会（男・女）
募金活動や学校行事の際には、生徒会とともに
縁の下の力持ちとなって頑張っています。

図書部（男・女）
「ほっとできる。安心できる場所」として、図書館に
入りやすい雰囲気づくりのお手伝いをしています。
マカロンのようなクッションとソファーのある「くつ
ろぎスペース」はみんなのお気に入りの場所です。

サイエンス部（男・女）
ポートアイランドの青少年科学館での実験演示
や文化祭での展示など、「あっと驚くサイエンス」
をテーマに活動しています。

観光ガイド部（男・女）
『神戸の魅力』を、英語で発信しています。『神戸ビー
フ館』の案内やレストラン『ロイン』のメニューを外
国人観光客向けに英訳したり、英語ガイドの実地訓
練で、北野異人館、姫路城などでも活動しています。

書道部（男・女）
私たち書道部は、さまざまな書体や筆遣いを
学び、各自の書風の確立に向けて練習していま
す。皆さんも一緒に将来の武器を身につけませ
んか。

Culture club　文化部
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進路状況　平成31年度～令和３年度合計

大学名
合計人数
令和

元年度 ２年度 ３年度
筑波技術大学 0 1 0
東京芸術大学 1 0 0
和歌山大学 0 0 1
同志社大学 1 1 0
立命館大学 0 0 1
関西大学 1 0 1
関西学院大学 8 0 1
京都産業大学 8 2 6
龍谷大学 0 1 0
近畿大学 6 8 4
甲南大学 3 2 3
びわこ成蹊スポーツ大学 0 2 2
びわこ学院大学 0 1 0
京都外国語大学 0 0 1
京都造形芸術大学 1 0 0
花園大学 0 2 0
佛教大学 2 0 1
京都看護大学 0 1 0
追手門学院大学 6 5 4
大阪学院大学 7 8 12
大阪経済大学 3 2 4
大阪芸術大学 1 1 1
大阪経済法科大学 6 0 2
大阪工業大学 2 0 0
大阪国際大学 1 1 0
大阪産業大学 4 17 22
大阪商業大学 2 5 4
大阪電気通信大学 6 3 1
大阪大谷大学 1 0 0
摂南大学 2 0 5
相愛大学 1 0 0
阪南大学 4 2 4
桃山学院大学 1 10 0
関西福祉科学大学 2 0 0
大阪人間科学大学 3 3 0
大阪成蹊大学 1 1 2
関西医療大学 0 1 0
大阪青山大学 0 1 0
大阪行岡医療大学 1 0 0
大和大学 1 5 1
芦屋大学 0 1 2
大手前大学 8 9 7
甲子園大学 0 1 0
神戸海星女子学院大学 0 1 0
神戸学院大学 21 18 22
神戸芸術工科大学 3 1 3
神戸国際大学 3 3 2

大学名
合計人数
令和

元年度 ２年度 ３年度
神戸女子大学 0 1 0
神戸松蔭女子学院大学 3 0 0
神戸親和女子大学 1 1 1
姫路獨協大学 2 5 1
兵庫医科大学(兵庫医療含む) 1 1 2
兵庫大学 5 2 6
武庫川女子大学 0 0 1
流通科学大学 24 17 12
関西福祉大学 0 0 6
関西国際大学(神戸山手含む) 5 8 8
神戸医療福祉大学 0 1 0
関西看護医療大学 0 0 1
姫路大学 0 3 2
宝塚医療大学 2 2 2
帝塚山大学 0 1 0
天理大学 0 2 2
奈良大学 0 0 1
岡山商科大学 1 1 1
吉備国際大学 1 0 0
環太平洋大学 3 1 3
北海道情報大学 1 0 0
仙台大学 0 2 2
東北福祉大学 0 0 2
東京国際大学 0 1 0
武蔵野学院大学 0 1 0
中央学院大学 1 0 2
桜美林大学 1 0 0
学習院大学 0 0 2
國學院大学 0 0 1
駒沢大学 0 0 1
創価大学 0 0 1
大正大学 0 0 1
多摩大学 0 0 1
帝京大学 0 0 1
明治大学 1 0 0
立正大学 0 0 1
桐蔭横浜大学 0 0 1
北陸大学 0 0 1
福井工業大学 1 2 1
山梨学院大学 2 1 1
浜松学院大学 0 0 1
愛知学院大学 1 0 0
名古屋経済大学 1 0 0
皇學館大学 0 1 0
日本経済大学 0 1 0
福岡工業大学 0 1 0

合　計 178 176 188

４年制大学合格者
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大学名 合計人数
高山自動車短期大学 1
京都外国語短期大学 1
関西外国語大学短期大学部 2

大学名 合計人数
港湾職業能力開発短期大学校港湾技術科 1
港湾職業能力開発短期大学校港湾流通科 2

合　計 7

短期大学合格者　7名 令和３年度合格者

学校名 合計人数
兵庫県立神戸高等技術専門学院 1
兵庫県立但馬技術大学校 1
兵庫県立農業大学校 1
国立県営兵庫障害者職業能力開発校 1
神戸医療福祉専門学校 4
関西健康科学専門学校 5
大阪医専 1
平成リハビリテーション専門学校 1
近畿リハビリテーション学院専門学校 1
神戸総合医療専門学校 1
明治東洋医学院専門学校 2
神戸市医師会看護専門学校 1
明石医療センター附属看護専門学校 1
神戸看護専門学校 1
大阪ハイテクノロジー専門学校 2
履正社医療スポーツ専門学校 2
京都医健専門学校 1
神戸元町こども専門学校 2
大原専門学校 1
大阪法律公務員専門学校 1

学校名 合計人数
姫路情報ITクリエイター法律専門学校 1
神戸電子専門学校 4
ECCコンピューター専門学校 2
阪神自動車航空鉄道専門学校 2
トヨタ神戸自動車大学校 1
大阪観光専門学校 2
神戸・大阪ベルエベル美容専門学校 2
神戸理容美容専門学校 1
関西美容専門学校 1
上田安子服飾専門学校 2
大阪モード学園 1
神戸動植物環境専門学校 5
神戸国際調理製菓専門学校 4
大阪調理製菓専門学校 1
神戸・甲陽音楽＆ダンス専門学校 2
大阪アミューズメントメディア専門学校 2
大阪ダンス・俳優＆舞台芸術専門学校 1
バンタンゲームアカデミー 1
日本工科大学校 2

合　計 68

専門学校合格者　68名 令和３年度合格者

企業名 合計人数
きんでん 1
神戸製鋼所　神戸線条工場 3
アイアンドエフ・ビルディング 1
イエ建築室株式会社 1
ヴィ・ド・フランス 1
シマブンスチールパートナーズ 1
ダイハツ工業株式会社 1
つるやゴルフ株式会社 1
フジパン株式会社 1
ホンダオート神戸株式会社 1
芦屋カントリー倶楽部 1
伊藤ハム株式会社 1
豊国製袋工業株式会社 1
川西港運株式会社 1
キューソエルプラン 1
クリップ株式会社 1

企業名 合計人数
神港環境ソリューション 1
株式会社ハーテック・ミワ 1
五島組 4
森本電機 1
神鋼エンジニアリング＆メンテナンス 1
玉建設 1
兼廣株式会社 1
阪神電設株式会社 1
生活協同組合　コープこうべ 1
山崎製パン株式会社 1
住電半導体材料株式会社 1
森本倉庫 1
日新信用金庫 1
日本通運株式会社　神戸支店 2
陸上自衛隊 3

合　計 39

就職合格者　39名 令和３年度合格者
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第５回　金星会懇親旅行　報告
１．日程・場所　令和３年11月27日（土）姫路方面　交通機関バス

神戸市役所前に集合➡姫路駅南ロータリーで亀野事務局長と合流➡ハトヤかまぼこ（工場内
見学）➡灘菊酒造（醸造内見学・試飲）➡太陽公園（公園内自由見学）➡塩田温泉夢乃井
（懇親食事・温泉入浴）➡姫路駅南ロータリーで亀野事務局長下車➡神戸市役所前で解散

２．令和３年　第５回の金星会懇親旅行は姫路方面に行きました。
　この度も金星会日和の晴天に恵まれました。思えば第１回から全て晴
天でした。道路事情も阪神高速・加古川バイパス・姫路バイパスは土曜
日には、いつも渋滞が激しいのですが、この日はスムーズで、どこも予
定より早く着くことができました。
　ハトヤかまぼこでは、女性社員が親切に工場内を案内してくれまし
た。姫路のかまぼこ屋として、社名は平和の願いを込め、平和のシンボ
ルである「鳩」から「ハトヤ」と名付けられ、かまぼこの原材料である

魚、海の恵みによって育まれた命から「かまぼこ」が作られています。100ｇの蒲鉾を作るのに約250ｇの
原魚が必要との事、「海の恵みで人の命をつなぐ」を使命とし、美味しいかまぼこを皆様に、お届けし続
けたいと願っているとの事です。
　灘菊酒造では社名の「灘菊」は、姫路の前に広がる海・播磨灘の「灘」と花の「菊」を合わせたものが
由来となるらしいです。全国でも珍しい女性杜氏（川石　光佐社長）が酒造りに精進しております。
　太陽公園は、自然豊かな広い園内に「凱旋門」「兵馬俑」「万里の長城」「ピラミッド」など世界の石
の文化や建築物を見ながら散策する「石のエリア」と、モノレールに乗り山頂にあるドイツのノイシュバ
ンシュタイン城をモチーフとした「白鳥城」のエリアがあり、「白鳥城」のエリアを先に見学しました
が、「石のエリア」に行けない方がいたのが残念でした。
　塩田温泉は姫路の奥座敷で、夢前川や豊かな自然に包まれ、夢乃井では美味しい料理を頂きながら懇親
を深め、温泉に浸かり癒されました。
　帰りも道路事情に恵まれ、全員が無事、神戸まで帰ってきました。
　旅行を企画して頂いた小松原理事には感謝すると共に御礼を申し上げます。
　ありがとうございました。� （文責・写真　昭和48年卒　池田　浩）

■神港学園創立100周年記念事業へのご寄附のお願い
　母校神港学園が2024年（令和６年）に創立100周年の記念すべき年を迎えます。
　つきましては、募金趣意書、募集要領に基づき何卒ご協力をお願い致します。

募金趣意書＜抜粋＞

　お陰を持ちまして、神港学園高等学校は、2024年（令和６年）に創立100周年の記念すべき年を迎えます。これも皆様から学
園に対する思いのエネルギーをいただきながら、長きに亘るご支援の賜であり、感謝の念に堪えません。
　本学園は、1925年（大正14年）３月に神戸・元町の地に私立神港中学校として設立を認可され、1933年（昭和８年）には、
神戸市山本通に校舎移転を行い、現在に至っております。
　設立当初より、時代に先駆け「画一主義の打破」「個性の尊重」を年頭に自由主義教育に果敢に取り組み、地域の子弟の教
育に邁進し、皆様をはじめ多くの有為な人材を輩出して参りました。
　近年、生徒たちの活躍の様子は、テレビや新聞にもしばしば取り上げられ、地域など多くの皆様から励ましのお言葉を頂戴
することが多くなりました。
　来る2024年（令和６年）に創立100周年を迎えるにあたり、前後６年間を記念事業実施期間と位置付け、①令和３～５年度を
プレ100周年、②令和６年度を100周年、③令和７～８年度をポスト100周年の３つに区分して記念式典はじめ記念事業を展開
し、学園の新世紀の礎を築いてまいります。
　既にプレ100周年として、新コース・男女共学の完成、ICT機器の整備、制服のリニューアルなどを実施して参りました。
　今後、100周年（令和６年度）には、記念式典、祝賀事業、記念誌発行等を実施し、更にポスト100周年までの期間を目途
に、プール跡地を利用した体育・部活動の充実強化に資する施設設備を中心に、既存の設備や施設等についても必要なリノ
ベーション（大規模修繕等）を計画し、生徒が一層快適に勉学できる環境づくりに努め、学園の更なる発展と充実を図ってま
いりたいと考えています。
　皆様におかれましては、諸事ご多端な折、誠に恐縮ではございますが、学園の新世紀に向けて更なる飛躍ができますよう、
本趣旨にご理解・ご賛同賜りご支援くださいますようお願い申し上げます。

令和４年６月吉日

学校法人神港学園　　神港学園高等学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
理事長 植村　武雄　金星会長 米津　康男　育友会長 宮内　和之　学校長 中野　憲二

■金星会からのお願い
　　※令和４年度「卒業生に贈る言葉」を募集しています。
　　※卒業生が卒業後頑張るための励ましとなる言葉をお願いします。
　　�① 30字前後で、贈る言葉をお書きいただき、その後にお名前・卒業した年をお書き下さい。② 2022年11月末までに官製

はがきで、右記住所までお願いいたします。　あて先：神港学園金星会　〒650-0003　兵庫県神戸市中央区山本通４-19-20



川口薬品株式会社 関西支社

大阪市淀川区西中島５丁目 13 番 12 号
谷ビル２階 〒532-0011
TEL 0 6－67 3 2－91 0 1
FAX 0 6－63 0 4－62 2 4
E-mail:ohta@kawaguchichemical.co.jp
URL:http//www.kawaguchichemical.co.jp

（49年卒）

執行役員
プロジェクト推進室長

太 田 弘 樹
Hiroki Ota

神港学園金星会（同窓会）
理事　森岡　昭（49年卒）

　コロナ感染症に負けず、幸多
き高校生活を友や恩師と共に送
り、学力や自らの趣味を伸ばし
てください。

がんばれ！！
神港健児

ア イ ン 介護タクシー

ガイドヘルパー

介護職員初任者研修（旧ヘルパー２級）

〒657-0855

兵庫県神戸市灘区摩耶海岸通１丁目１番１号

中川（田井） 雅英
（49年卒）

携帯 080-8518-6215

顧　問

10

■広告協賛者

■物故者の紹介〈令和 3 年度以降判明〉それまでの方は学校ホームページ金星会会報に掲載しています。（敬称略）
松井　敏夫（令３.２）　石谷　要（ご逝去）　高畠　市郎（令２.10）　安積　茂（平28.７）　奥野　純生（令３.２）
岡本　行由（令３.10）　木田　正和（令３.10）　山本　光男（ご逝去）　菱谷　敦（平29.５）
※（令３. ２）は、令和３年２月の意味　※表記は　ご連絡順となってます。

■加藤　均さんへの追悼
　前金星会会長の加藤均さんが７月５日に帰天されました。堺市会議員として 11 期 44 年間、市政に深く貢献されました。
　また、神港学園高等学校そして金星会にも多大の尽力をいただきました。金星会理事、監事一同と共にご冥福を心から
お祈り申し上げます。� 金星会会長　米津　康男

■会報協賛費納入者〈卒業年度別〉　協賛費 1 口 2,000 円
お名前 卒業

年度
口
数 備考 お名前 卒業

年度
口
数 備考 お名前 卒業

年度
口
数 備考 お名前 卒業

年度
口
数 備考 お名前 卒業

年度
口
数 備考

加 藤 　 均 S23 1 扇谷誠一郎 S39 1 植田　義和 S43 1 磯野　俊也 S49 1 春日　達也 S56 1
下司　知一 S23 1 安 積 　 茂 S39 1 ご逝去 織 　 健 次 S43 1 中川　雅英 S49 1 内 田 　 寛 S56 1
松原　男夫 S27 1 天野　道雄 S39 1 奥 野 　 隆 S43 1 宮永　靖夫 S49 6 千葉　武夫 S57 1
北島　孝男 S27 1 松村　章正 S39 1 中 川 　 徹 S43 5 高見　和生 S49 1 三崎　卓也 S57 1
高畠　市郎 S27 1 ご逝去 加藤　芳宏 S39 1 匿 名 S43 1 藤 本 　 尚 S49 1 小泉　直久 S57 5
藤本　道一 S27 1 村上　俊和 S40 1 宇 治 　 章 S43 1 濱谷　静央 S49 1 松 田 　 勲 S57 1
伊藤　芳孝 S27 1 中山　隆晴 S40 1 木下　春夫 S43 1 大西　眞次 S49 1 大竹修四郎 S57 1
棱野　清一 S30 1 山田　則夫 S40 1 桃井　幸雄 S44 1 太田　弘樹 S49 1 岡本　勝也 S57 1
河原　俊康 S30 1 阪本　憲一 S40 1 寺岡　幾男 S44 1 財田　雄介 S49 1 坂 元 　 充 S58 1
澤田　健晴 S31 1 新坂　昇平 S40 1 足羽　裕二 S44 1 徳升　泰司 S49 1 田上　利昭 S59 1
岩 垣 　 敏 S31 1 井手　憲樹 S40 1 栄永　利夫 S44 1 亀野　平和 S49 5 近 藤 　 潤 S59 1
進藤　寿夫 S34 1 友利　昌信 S40 1 迫 田 　 稔 S45 1 中原　和明 S49 1 信 川 　 厚 S59 1
新宅　善廣 S35 1 浅田　勝之 S40 1 長谷　幸夫 S45 1 和田　現弘 S49 1 田 野 　 孝 S59 1
森　紘二郎 S35 1 塩 谷 　 健 S40 1 石 飛 　 修 S45 1 坂手　保之 S49 1 藤 本 　 勇 S63 5
播戸　嘉明 S35 1 奥野　純生 S40 1 ご逝去 足立　龍正 S45 1 平井　康夫 S49 1 小黒龍一郎 H元 1
豊 田 　 忠 S35 1 森本多喜男 S40 1 箱木　三郎 S46 1 高松　貞博 S50 1 中西　一聡 H元 1
関 　 直 祐 S35 1 渡邉　俊明 S40 1 井本　勝己 S46 1 嶋津　忠伸 S51 1 内田　一成 H3 1
西田　啓一 S35 1 今泉　征夫 S40 1 吉田　綱男 S47 1 山下　茂樹 S51 1 稲上　雅彦 H６ 1
森岡　邦夫 S35 2.5 坂上　礒治 S41 1 末 吉 　 稔 S47 1 森田　丈司 S51 1 阪本　寛之 H9 1
岡田　堯至 S35 1 上 村 　 健 S41 1 杉山　卓巳 S47 1 前川　英司 S52 1 北原　直也 H10 1
大西　昭次 S35 1 片井　清一 S41 1 池 田 　 浩 S48 2 坂東敬一郎 S52 1 濱崎　元宏　H11 1
大橋　隆司 S35 1 西山　滋樹 S41 1 粕谷　康浩 S48 1 速水　雅浩 S53 1 矢野　和彦 H17 1
北 野 　 勇 S36 1 伊原　孝晃 S41 1 古川　篤宏 S48 1 中島　誠一 S53 1 小樂﨑一基 H18 1
新免　敬章 S38 1 原 田 　 武 S41 1 土橋　弘典 S48 1 陣条　光樹 S53 1 礒崎　建成 H19 1
米津　康男 S38 1 米倉　和彦 S41 1 森 岡 　 昭 S49 6 中西　弘光 S54 1 松浦　輝宗 H24 1
佐野　裕士 S38 1 中 　 敏 夫 S41 5 大西　俊隆 S49 1 堀内　完治 S54 1 片山　裕太 H25 1
中川　英男 S38 1 上田　浩一 S41 1 松尾　眞之 S49 1 高木　正和 S54 1 宮本　修　元事務長 1
石 谷 　 要 S39 1 ご逝去 鈴木　修司 S41 1 熊倉　芳高 S49 1 岩 崎 　 眞 S54 1
城本　直良 S39 1 辻村　弘巳　S41 1 永田　光則 S49 1 梅本　利和 S55 1 口 数 計 186.5口　
小林　一明 S39 1 小田　昌作 S41 1 岡田　秀教 S49 1 山本　賀一 S55 1 納入金合計 375000円　
井神　紘一 S39 1 島村　和弘 S41 1 紀野　保善 S49 1 円満堂伸司 S56 1
小 西 　 潔 S39 1 大橋　幹央 S42 1 山口　正宏 S49 1 志水　五郎 S56 1



大阪陸運局（民間車検）指定工場
TCM 兵庫販売（株）指定
各種自動車並に特殊車修理・整備

株式会社三宮モータース
代表取締役

〒650-0045 神戸市中央区港島 2 丁目 6 番地
 TEL（078）302－3754・3756
 FAX（078）302－7950

米　本　貞　夫

金星会では、広報誌の広告協賛者（団体・会社・個人）を募集しております。
金星会の活動等にご協力ご賛同いただける方は、下記までご連絡をお願いします。

問い合わせ：神港学園高等学校内　金星会担当理事（校内理事）
事務室　TEL（078）241－3135 FAX（078）232－1570

住　所　〒650-0003  兵庫県神戸市中央区山本通4－19－20

高校19回生（昭和42年卒）

高校18回生
（昭和41年卒）

代表取締役社長

昭和41年卒（高18回生）

有限会社キャピタル
〒711-0912　岡山県倉敷市児島小川町3672-10
電話：086-474-5339　FAX：086-474-5016

平　田　俊　清

代表取締役 松 浦 秀 明
高校３２回生（昭和５６年卒）

〒530-0047 大阪府大阪市北区西天満 5-2-18
三共ビル東館 4 階

TEL：06-6316-7800(代)
FAX：06-6316-7801

高校17回生（昭和40年卒）


